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●�　本アイディア例に示した【問いの例】の他にも，複数の問いが考えられるので，必要に応じて取り上げるとよい。
●�　「平成 23年度【中学校】授業アイディア例」P. ３～ P. ４「文章の内容を『Ｑ＆Ａ集』の形式で紹介する。」と関連さ
せて指導することも考えられる。

  本授業アイディア例     活用のポイント !

授業アイディア例

国語

B1三

「目的に応じて説明的な文章を読む」
～文章の構成や展開に留意し，必要な内容を捉える～

　目的に応じて説明的な文章を読み，内容を的確に捉えることに課題が見られました。そこで，本アイディア例では，平成
23年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ｂ2で使用した「古生物学におけるネズミ」を読み，必要な内容を捉える
学習を提案します。示された複数の問いの答えを考えたり，どのようにしてその答えにたどり着いたのかを考えたりするこ
とを通して，必要な内容を過不足なく捉える力を身に付けることを狙いとします。

❶　学習の見通しをもつ（P.６のワークシートを配付）。

❻　二つめの問いについて❷から❺に取り組む。

❼　学習を振り返る。

❸�　問いの答えを見付けるための手掛かりになる箇所に印を
付けながら，各自で文章を読む。
❹�　見付けた答えを書くとともに，どのようにしてその答え
にたどり着いたのかを書く。
❺�　❹で書いた内容について，グループで検討する。

❷　一つめの問いを把握する。

〔一つめの問いについてのワークシートの記入例〕

第１時

第 2時

【問いの例】動物の歯の化石を比較することでどのようなことが分かるか。
【答え】その動物の属する種やグループと，その生物の進化の過程や生息分布。

【問いの例】ネズミ類の歯の化石はどのようにして発掘するか。
【答え】・�土壌や河川にたまった砂や泥などの堆積物を採取し，ふるいにかける。
　　　��・�顕微鏡を使って残留物の中から歯の化石を拾い出す。

教師

　二つの問いを示すので，それぞれの答えを文章
中から見付けましょう。

Ⅰ
T Y P E

授業前の教師の準備

第１時終了後の教師の分析

��Ｂ1三についての生徒の解答の状況を「解答類型」（平成 30年度　報
告書　中学校　国語）に照らして把握する。特に，以下の「解答類型」
の生徒の解答の状況に着目する。
●「解答類型２」，「解答類型３」の生徒
�　��� 目的に応じて，文章の内容の一部を捉えることはできているが，文
章の構成や展開を踏まえ，必要かつ十分な内容を捉えることができて
いない。

●「解答類型 99」の生徒
　�　目的に応じて文章を読み，必要な内容を捉えることができていない。

　第１時終了後に，ワークシートの記述内容を分析する。
　授業前に把握した「解答類型２」，「解答類型３」や「解答類型 99」に
該当する生徒が，次の観点についてできているかどうかを見る。
●　必要かつ十分な内容を取り出している。
●　内容を取り出す際の着目点を明らかにしている。
　第１時終了後に不十分だった生徒については，第２時の問いに取り組
む様子を観察し，必要に応じて支援する。

【一つめの問い】
　動物の歯の化石を比較することでどのようなこと
が分かるか。

【一つめの問いの答え】
　・その動物の属する種やグループ
　・その生物の進化の過程や生息分布

どのようにしてその答えにたどり着いたのか。
⑴　どの段落に着目したのか。それはなぜか。
　・４，５段落
　・�３段落はネズミ類の歯について述べているだけだが，４，
５段落では動物の歯の化石を比較している。

⑵�　答えにたどり着くまでに，⑴の他にどのような内容や言葉に
着目して，どう判断したのか。　

　・�「……比較することで……が分かる」というような書き
方に着目した。

　・��５段落の中に「……比較すると……」とあるが，これは
オナガネズミのことだけなので答えではない。

4�
　
こ
の
こ
と
は
、
ネ
ズ
ミ
類
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
動
物
の
歯
の
形
態
は
種し

ゅ

に
よ
っ
て
異
な
る
た

め
、
そ
の
形
態
を
つ
ぶ
さ
に
観
察
し
比
較
す
る
こ
と
で
、
そ
の
動
物
の
属
す
る
種
や
グ
ル
ー
プ
を
判
断

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
歯
の
形
態
が
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
れ
ば
同
じ
種
で
あ
る
と
分
か
り
、
異
な
っ
て

い
て
も
似
て
い
れ
ば
、
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
種
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
私

た
ち
ヒ
ト
の
歯
の
形
は
サ
ル
に
似
て
い
る
。
し
か
し
、
サ
ル
の
犬
歯
は
ヒ
ト
の
犬
歯
よ
り
も
鋭
く
大
き

い
。
だ
か
ら
、
サ
ル
は
ヒ
ト
と
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
て
も
、
異
な
る
種
で
あ
る
と
分
か
る
。
ネ

ズ
ミ
類
の
場
合
、
発
見
さ
れ
る
化
石
の
ほ
と
ん
ど
は
歯
で
あ
る
た
め
、
歯
の
形
態
で
種
を
区
別
す
る
と

い
う
方
法
は
特
に
重
要
で
あ
る
。

5�
　
こ
の
知
識
を
応
用
し
、
違
う
時
代
の
同
じ
グ
ル
ー
プ
内
の
種
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
そ
の
生
物
の
進

化
の
過
程
や
生
息
分
布
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
存
す
る
ネ
ズ
ミ
類
で
説
明
す
る
と
、
例
え
ば
、

現
在
の
オ
ナ
ガ
ネ
ズ
ミ
の
歯
の
か
み
合
わ
せ
面
と
約
三
五
〇
〇
万
年
前
の
オ
ナ
ガ
ネ
ズ
ミ
の
歯
の
そ
れ

と
を
比
較
す
る
と
、
現
在
の
オ
ナ
ガ
ネ
ズ
ミ
の
歯
は
真
ん
中
が
盛
り
上
が
り
、
よ
り
複
雑
な
形
に
な
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。
…
…

B1　説明的な文章を読む
B1三　正答率�13.9 % 　「天地無用」という言葉を誤った意味で解釈して

しまう人がいる理由を書く。

課題の見られた問題の概要と結果

〔第１学年〕Ｃ　読むこと　イ

学習指導要領における領域・内容
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【二つめの問い】

【二つめの問いの答え】

【一つめの問い】

【一つめの問いの答え】

どのようにしてその答えにたどり着いたのか。
⑴　どの段落に着目したのか。それはなぜか。

⑵�　答えにたどり着くまでに，⑴の他にどのような内容や言葉に
着目して，どう判断したのか。

どのようにしてその答えにたどり着いたのか。
⑴　どの段落に着目したのか。それはなぜか。

⑵�　答えにたどり着くまでに，⑴の他にどのような内容や言葉に
着目して，どう判断したのか。

1�
　
マ
ン
モ
ス
や
恐
竜
な
ど
の
骨
を
博
物
館
で
観
察
し
た
こ
と
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
動
物
は
既

に
絶
滅
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
る
で
今
に
も
よ
み
が
え
り
そ
う
な
姿
で
生
き
生
き
と
復
元
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
絶
滅
し
た
生
物
を
分
類
し
、
そ
の
生
態
や
進
化
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
古
生

物
学
と
い
う
学
問
の
研
究
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。
マ
ン
モ
ス
や
恐
竜
の
よ
う
な
大
型
動
物
の
場
合
、
数

万
年
か
ら
数
億
年
と
い
う
時
間
を
経
て
も
、骨
の
化
石
が
比
較
的
よ
い
状
態
で
発
見
さ
れ
る
。
し
か
し
、

小
型
動
物
の
場
合
、
堆た
い
せ
き
ぶ
つ

積
物
に
埋
没
す
る
過
程
で
分
解
さ
れ
て
、
骨
は
ほ
と
ん
ど
残
ら
な
い
。

2�
　
骨
が
残
っ
て
い
な
い
と
す
る
と
、
小
型
動
物
の
一
つ
で
あ
る
ネ
ズ
ミ
類
は
何
に
よ
っ
て
研
究
さ
れ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
実
は
、
ネ
ズ
ミ
類
は
、
歯
の
化
石
に
よ
っ
て
研
究
さ
れ
て
い
る
。
歯
は
体
の
中
で

最
も
硬
い
組
織
で
あ
る
た
め
、
化
石
と
し
て
保
存
さ
れ
や
す
い
か
ら
で
あ
る
。

3�
　
そ
れ
で
は
、
ネ
ズ
ミ
類
の
歯
の
化
石
は
ど
の
よ
う
に
し
て
発
掘
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
大
型
動
物
の
場

合
は
、
堆
積
物
の
中
か
ら
直
接
化
石
を
発
掘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
方
法
で
発
掘
す
る
に

は
、
ネ
ズ
ミ
類
の
歯
の
化
石
は
、
あ
ま
り
に
も
小
さ
い
。
そ
こ
で
、
次
の
よ
う
な
方
法
を
と
る
。
ま

　�

ず
、
土
壌
や
河
川
に
た
ま
っ
た
砂
や
泥
な
ど
の
堆
積
物
を
採
取
し
、
ふ
る
い
に
か
け
る
。
ネ
ズ
ミ
類
の

歯
の
化
石
は
泥
よ
り
は
大
き
い
の
で
、
砂
粒
と
と
も
に
ふ
る
い
の
上
に
残
留
す
る
。
次
に
、
顕
微
鏡
を

使
っ
て
残
留
物
の
中
か
ら
歯
の
化
石
を
拾
い
出
す
。
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
標
本
数
が
増
え
、
ど
ん
な
種

類
の
ネ
ズ
ミ
が
、
ど
の
時
代
に
生
存
し
、
ど
の
よ
う
な
生
態
系
に
属
し
て
い
た
の
か
を
探
る
こ
と
が
可

能
に
な
っ
た
。

4���
　
こ
の
こ
と
は
、
ネ
ズ
ミ
類
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
動
物
の
歯
の
形
態
は
種し
ゅ

に
よ
っ
て
異
な
る
た

め
、
そ
の
形
態
を
つ
ぶ
さ
に
観
察
し
比
較
す
る
こ
と
で
、
そ
の
動
物
の
属
す
る
種
や
グ
ル
ー
プ
を
判
断

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
歯
の
形
態
が
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
れ
ば
同
じ
種
で
あ
る
と
分
か
り
、
異
な
っ
て

い
て
も
似
て
い
れ
ば
、
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
種
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
私

た
ち
ヒ
ト
の
歯
の
形
は
サ
ル
に
似
て
い
る
。
し
か
し
、
サ
ル
の
犬
歯
は
ヒ
ト
の
犬
歯
よ
り
も
鋭
く
大
き

い
。
だ
か
ら
、
サ
ル
は
ヒ
ト
と
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
て
も
、
異
な
る
種
で
あ
る
と
分
か
る
。
ネ

ズ
ミ
類
の
場
合
、
発
見
さ
れ
る
化
石
の
ほ
と
ん
ど
は
歯
で
あ
る
た
め
、
歯
の
形
態
で
種
を
区
別
す
る
と

い
う
方
法
は
特
に
重
要
で
あ
る
。

5�
　
こ
の
知
識
を
応
用
し
、
違
う
時
代
の
同
じ
グ
ル
ー
プ
内
の
種
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
そ
の
生
物
の
進

化
の
過
程
や
生
息
分
布
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
存
す
る
ネ
ズ
ミ
類
で
説
明
す
る
と
、
例
え
ば
、

現
在
の
オ
ナ
ガ
ネ
ズ
ミ
の
歯
の
か
み
合
わ
せ
面
と
約
三
五
〇
〇
万
年
前
の
オ
ナ
ガ
ネ
ズ
ミ
の
歯
の
そ
れ

と
を
比
較
す
る
と
、
現
在
の
オ
ナ
ガ
ネ
ズ
ミ
の
歯
は
真
ん
中
が
盛
り
上
が
り
、
よ
り
複
雑
な
形
に
な
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
事
実
は
、
オ
ナ
ガ
ネ
ズ
ミ
が
よ
り
効
果
的
に
食
べ
物
を
細
か
く
砕
け
る
よ
う

に
進
化
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
形
態
の
特
徴
を
古
い
時
代
か
ら
新
し
い
時
代
に
向

か
っ
て
丹
念
に
追
っ
て
い
く
こ
と
で
、
時
間
と
と
も
に
生
物
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
違
う
場
所
か
ら
出
て
き
た
歯
の
化
石
が
、
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る

と
決
定
で
き
れ
ば
、
そ
の
生
物
が
生
息
し
て
い
た
範
囲
が
分
か
る
。

6�
　
ネ
ズ
ミ
類
の
歯
の
化
石
は
、
博
物
館
で
展
示
さ
れ
て
い
る
マ
ン
モ
ス
や

恐
竜
の
骨
の
よ
う
な
か
っ
こ
よ
さ
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
複
雑
で
多

様
な
ネ
ズ
ミ
類
の
歯
の
一
つ
一
つ
は
、
進
化
と
い
う
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
の

大
事
な
ピ
ー
ス
と
な
る
の
で
あ
る
。
　
　
　��

（
木き

村む
ら

由ゆ

莉り

「
古
生
物
学
に
お
け
る
ネ
ズ
ミ
」
に
よ
る
。）

〔ワークシート〕

年　　����組　���　番　氏名（　　　　　　　　　　　　　　　�　）

～文章を読み，必要な内容を捉えよう～

【オナガネズミ】
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